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* 1. 組織の概略（2016年度～) 
 
※ 運営体制　 

n  所長：小林（准教授） 
n  副所長：青木（助手） 
n  装置開発：酒向（助教）　 
n  装置運用：諸隈（助教） 
n  観測運用：猿楽（特任研究員） 
n  アウトリーチ・広報：森（学術支援員）、青木、諸隈 
n  観測所運用：青木、征矢野（助手）、樽澤（技術専門員）、森 
n  サポート：中地（臨時用務員）、武居（臨時用務員）、三戸（技術補佐員） 
n  事務スタッフ：橋口（係長）、ほか 
 
合計：　木曽現地スタッフ８名（下線）＋三鷹４名（＋α） 
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* 2. 共同利用・運用 (望遠鏡・ドーム等の安定性向上、他) 
 

※ 望遠鏡性能調査・調整　征矢野、樽澤、青木、猿楽、酒向、他 

n  ¾¿½�ïI(}AÜÇ»�ï�<s>ï�bĝ�MÛ�
l ¨�ýĜđ�MÜĂėĊĉïjö�MÜČęĂĖĞĈĞ�E�M�

ª→ 今後もさらなる安定化に向け継続的に調査・調整を行なっていく 
 

※ ドーム駆動方法の改修　征矢野、樽澤、青木、他 

ÛÛÛ→ ON/OFF動作による過電流防止のため、インバーター制御に変更 
 

※ ネットワークの高速化　青木、征矢野、森、他 

n �iG�îĢġÁÌÓÕï©��ĐüþďĞN�Ü1��ĢÁÌÓÕîVPÛ 
Û→ Tomo-e Gozenカメラ時代に向けたネットワーク環境整備 
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* 2-1. 共同利用・観測　(~AY2016) 
※大規模プログラム（２課題） 

n  ÄÂÈÅÁÆğÄÊÀ½¡h¥0�5�JbĠĠª�
l  ³±²³?àõ´?£ï�iċĞĈú�a�Û[松永氏の講演] 
l  Ĕė-#ñ%�ućĐüþčú2Le�Û�

ü  �Y�¢ìï��iú�rĝ:QÛ鹿児島、岡山、XingLong、西はりま等 
ü  0�SïāĈěă Û～数千個 

n  ÄÂÈÈğ[W�PSJbĠªÙªÉÒÅ�i�
l  ³±²³?àõ³±²¶¯¹òì�iÛ 

ü  �PSt�ğÂË-º³±²¶ÐÜ³±²¶Ñª°ªÂÂÑ-º³±²¶Õ¬�
ü  ÃÏËÑªÃÏËÑÎgï�/�OÜb��OvIå�

※その他のプログラム（16課題） 
n �>�i«7�§¬­ªĖĎĈĘĜă«３¬­ªÉÒÅ«１¬­ª49:�«４¬­ª��
n xz�^�ğB�LĠÛ 160人・訪問/年 
n k,Z£«�ĝRĠÛÛ1010人・日 2017/07/05 



※2012ー2017年度　(KWFCの観測結果） 

* 観測統計(この６年) 
 

◎( 梅雨時期をのぞき)月毎にそれほど大きな差があるわけではない?  
◎自動判定はかなり効果的である  
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※2つの推定量に集約  
n  日効率«�i:Q3L¬ª�
²3îª³±ªÍ×ÓÒÕÖÔÍª��ªÅ¼Ã¿½ÉªĐĚĞĕáíõøëß÷3úāÿĜČ�

AY2012 : 212 days / 365 days = 58 %  
 

n  時間効率«�i:Qm¬Ø
Û²T£�îª¶ªÍ×ÓÒÕÖÔÍª��íõøëß÷�Fï²T£úUøîāÿĜČ�

AY2012 : 1623 hrs / 3900 hrs = 42 %  
 

※過去の統計 
n  æøçøğ�·�Ü�´Úµ�¬íôßēĊĉĜăª�
�

※気象モニターデータとのマッチングを検討中 
n  ��� ï	o�

�
�

�

* 観測統計の定義　前原、松永 2012   
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* 2-2. 共同利用成果（2008-2017.6)　 

※査読9 jE0����'	�C 
n  }bîôö��äëßèóïúßùßùt�ÜMnÛ 
n  �î6¤~5�ĝS*ĝ{t5�ªシュミット広視野を活かすサイエンス 

n  ;Y�¢íäëð&dàª大規模プログラムから量産の体制が必要  

 

※学位9 jEC��-L����2 
n  !f�OĥÛĤ¯²�°?�
ÛÛÛ³±²¸?AðÜÛ�qãûğR]784Ġ�
n  �/�OĥÛ²¯¸�°?ÛÛ�
ÛÛÛ³±²¸?AðÜÛ�$ãûğ_4ĠÜc])ğ_�9�4Ġ�

n  "/�Oĥªª±¯·�°?�
ªªªªªªªªªªªªªªªª³±²¸?AðÜÛ;��)ğ_4ĠÜ.�)ğ�=4Ġ�

�

ÛÛÛÛÛÛÛÛÛÛÛÛÛÛÛÛÛÛÛ※もし抜けなどありましたら、ぜひご連絡ください。��
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http://www.ioa.s.u-tokyo.ac.jp/kisohp/RESEARCH/research_a.html#PaperList�

（2017.05.24現在） 

KWFC公開 

2017/07/05 



（2017.05.24現在） 

http://www.ioa.s.u-tokyo.ac.jp/kisohp/RESEARCH/research_a.html#PaperList�

戸塚（広大） 

Chauhan 
Jose（インドARIES） 

家中（東大） 

？？ 

小久保（東大） 
堀内（信州大） 
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* 3. 研究 
 

国内望遠鏡ネットワークの拠点 

※観測研究 
n    日本全国ならびに海外の大学・研究機関の研究プログラムに利用  
n  国内中小口径望遠鏡の重要性の認識の広がり  

l  豊富な時間を活かした観測(ほぼ毎晩観測)  
l  機動性を生かし天体の時間変動(突発天体、変光星、など)に最適  

n 　大型の広域探査プロジェクトを実施  
l  超新星探査、天の川変光星探査 

n 　効率よく学術論文まで成果を挙げている(高い対費用効果)  
　 

※共同利用（～2016年度） 
n 　研究者訪問 150 -200 人・訪問 / 年 
n 　充実した宿泊施設と滞在環境　 
n 　滞在型研究施設としての利用も増加  
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* 4. 開発 
※ 超広視野 CMOS（Tomo-e Gozen )カメラの開発 [酒向氏他による講演] 

n  KWFCの後継機　 
n  CCDにとって変わる次世代の素子（CMOS) 常温 

l  CANONとの共同開発 
n  試験機にて試験観測を２回実施(2015年度) 
n  将来的にはシュミットの全視野をカバーする装置を製作 

 
　　　→ 2年後からは木曽観測所の主力観測装置として「Tomo-e」 だけの運用に！ 

84台のCMOSセンサ 8台のCMOSセンサでの試験観測の様子 2017/07/05 �
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* 5. 教育 (2016年度) 
 
※ 大学生実習：　６大学 

n  東大：　天文学科3年生 
l 　星　 「対物プリズム分光で学ぶCCD観測の基礎」 
l 　銀河 「CCD撮像と画像解析」 

n  日本女子大、文教大、東京学芸大、三重大（8月） 
n  甲南大（２月） 

 
 

※ 大学院生教育 
n 観測研究による学位論文が定常的に 
n 新規学生も定常的に　東大、信州大、甲南大、鹿児島大、東北大、…　 

 
全国の天文関係の学生教育の場として継続的に使用されている  

2017/07/05 �
��	��
���2017 



* 6. 地元連携・社会還元（2016年度) 

※ 地元連携・社会還元 
n  長野県下高校生実習　SSH他 
　　５高校　約122名　「ビックバン宇宙の年齢」 
　    各高校がJSPSに応募する形態に移行 
n   全国高校生実習：銀河学校 2017（3/22-25）36人選抜/70人応募中　 
n  特別授業・講演・観望会・見学等　18回 
n  特別公開（8/6-7） 来場者数　約400人 
　　　　　　　　講演：徳丸宗利氏　「A*NDOIIHDK��NBU�RFC 　 
　　　　　　　　　　　酒向重行氏　「トモエゴゼンが木曽の空に観る宇宙」  
n  新聞記事 16件、テレビ 1件、書籍 3件、Webニュース 6件、他　 
�
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* 6-1. 最近の話題 

n  阿部 長野県知事来所 (移動知事室 : 2016/7） 
　　✳ ︎　長野県は自然豊かで星空も素晴らしい、これを地域活性化の 
　　　　ために役立てることができないか？ 
　　「長野県は宇宙県連絡協議会」立ち上げ (2017/2) 
　　「木曽星の里づくり推進協議会」発足（2017/5) 
 
n  敷地内の木の伐採（ドーム西側：2017/3） 
　　　ドーム西側一部（借用地：王滝村）伐採 
 
n  木曽観測所協力会（2017/5/29）１回/2年 
　　　　観測所周辺の３町村長、理学系研究科長、事務部長、センター長、 
　　　　木曽地域振興局長（旧木曽地方事務所長）他 

2017/07/05 
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* 長野県は宇宙県 
 ※長野県は宇宙県連絡協議会 

n 　長野県内の天文研究施設を中心とした連絡協議会（2017/2） 
l  　野辺山宇宙電波観測所、東京大学木曽観測所など 

n 　サマー・スタンプラリー実施予定（2017/7/22~8/31） 
l  参加団体募集中 
　　　　 

　 
 
 

※木曽星の里づくり推進協議会　 
n 　協議会立ち上げ検討会議　（2016/8～） 
n 　木曽星の里づくり推進協議会設立総会（2017/5) 
　  ３年次計画（樹木の伐採、展示の充実、４D2Uの導入等） 

　「ほしくま」くん　　　スタンプ例 

　　長野県は宇宙県　ホームページ 
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* ドーム西側樹木の伐採 
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* 木曽レガシー画像  

n  KWFCを用いて広視野画像撮影　 
n  研究装置ベースの“究極の天体写真”を追求 
n  継続的に進行中 
�

    2013  北アメリカ 

    2014  アンドロメダ 

    2015  ばら 

    2016  かもめ 

    2017   ?? 

　　　　 

2017年カレンダー　  かもめ星雲 
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* 7. 将来に向けて　 
　 
※天文研究施設としての利用 

n  @� ĄĞĒþĄþĀĜĆï+�HlÛª90% 達成?  
n  D^ï�'�pï�	ğ
?A\òìĠ�
ÛÛÙÛ今後は共同研究をベースに 
n  ģ?CàõïÝÉÒÐÒ®ÍÞéâîô÷�p��ïy|ÛÛ�
�

※天文教育施設としての利用 
n  49K�ðX��
¦ï	êíäë��ªªª[西浦さんポスター] 
ÛÛÙÛただし Tomo-eを使った実習を考えていって欲しい�
�

※その他 
n  �w�`ïċąĈę ÜċĞĈĞĒĞĆ îêßë�
ÛÛ→中島さん、宮内さん（共同研究として位置付ける？） 
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